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無形文化遺産保護条約に係る最近の動向 

 

 

１．無形文化遺産保護条約に関する特別委員会（第４回）（H21.4.6）以降の動き 

【平成２１年】 

４月１７日 文化審議会文化財分科会了承（無形文化遺産保護条約「代表一覧表」

への記載に係る第２回提案候補の選定について） 

 

    ５月２０日 記者発表（文化庁） 

 

    ８月２６日 無形文化遺産保護条約外務省・文化庁連絡会議を開催し、日本政府と

して決定 

 

    ８月３１日 ユネスコ日本政府代表部より記載提案書をユネスコ事務局に提出 

          （ユネスコ事務局への記載提案書提出期限） 

          ・ユネスコ事務局によると、３５カ国から１４７件提出 

 

    ９月２８日～１０月２日 第４回政府間委員会（注１）（アブダビ）開催 

          ・ユネスコ事務局より、第２回提案案件の審査数を制限する旨の提案

があり、政府間委員会において優先順位を付けて審査する旨の合意が

なされた。 

 

 

【平成２２年】 

 ３月１５日 無形文化遺産保護条約「専門家会合（注２）（第１回）」を実施 

・「代表一覧表」の提案数の制限や審査方法の簡素化等について議論 

              ・我が国からは提案書フォーマットの改正及び補助機関を２～３のグ 

ループに分けて分担して審査するなどの審査の効率化を提案した。 

 

 ５月１７日～２０日 補助機関（注３）による第２回提案案件の事前審査 

       ・５４件の事前審査（我が国は「組踊」、「結城紬」の２件のみ） 

       ・９３件は未審査（我が国は１１件） 

  

５月２１日 無形文化遺産保護条約「専門家会合（第２回）」を実施 

  

６月 １日 運用指示書改訂案のドラフティング会合実施 

       ・「代表一覧表」の提案数の制限や審査方法の簡素化等に関する運用

指示書の改訂案について協議 

 



 ６月 ８日 記者発表（文化庁） 

       ・補助機関の未審査案件について発表 

 

 ６月２１日 無形文化遺産保護条約「専門家会合（第３回）」を実施 

       ・運用指示書改訂案のドラフティング会合の内容を確認 

 

 ６月２２日～２４日 第３回締約国会議（注４）開催 

 

 

（注１）「政府間委員会」：条約締約国（平成２２年６月末現在：１２６カ国）から選出された

２４カ国で構成され、年１回開催。補助機関の勧告を踏まえ、代表一

覧表への記載案件を最終決定する。 

（注２）「専門家会合」 ：提案件数の制限や審査手続について各国の専門家が議論するために

開催されたもの。全締約国が参加可能。計３回実施。我が国からは審

査方法の効率化を提案し、多くの審査を行うよう働きかけを行った。

専門家会合での議論は、６月の締約国会議にユネスコ事務局から報告

された。 

（注３）「補助機関」  ：委員国６カ国で構成された機関。事前に代表一覧表への記載案件に

ついて審査を行い、政府間委員会に勧告を行う。第２回提案に係る勧

告は、トルコ、エストニア、メキシコ、韓国、ケニア及びアラブ首長

国連邦が行った。 

（注４）「締約国会議」 ：２年に１回開催。全締約国代表が参加。審査手続き等の条約の運用

に係る方針について最終決定する。 

 

 

２．第４回政府間委員会（アラブ首長国連邦：アブダビ） 

・ 我が国提案 14 件を含む第１回提案案件については、平成 21 年 9 月 28 日から 10 月２

日の間でアラブ首長国連邦で開催された条約の政府間委員会で記載決定の審議が行わ

れた。 

 

・ その結果、我が国提案を含む提案総数 111 件のうち、我が国提案の雅楽等 13 件を含

む 76 件（総数の約 68％）について「記載」の決議がなされた。 

 

・ 一方、「木造彫刻修理」を含む 35 件（総数の約 32％）については、事前に行われた

委員国６カ国で構成される「補助機関」の検討により、一部説明が不十分との理由で「不

記載」の勧告を受けたことを踏まえ、政府間委員会前に全てが取り下げられた。 



 

   ○我が国からの提案で代表的な一覧表に「記載」された無形文化遺産（13 件） 

・雅楽 

・小千谷縮・越後上布 

・石州半紙 

・日立風流物 

・京都祇園祭の山鉾行事 

・甑島のトシドン 

・奥能登のあえのこと 

・早池峰神楽 

・秋保の田植踊 

・チャッキラコ 

・大日堂舞楽 

・題目立 

・アイヌ古式舞踊 

  ○「不記載」勧告を受けて取り下げた無形文化遺産（１件） 

・木造彫刻修理 

 

 



無形文化遺産保護条約「代表一覧表」の我が国の提案と記載状況

・・・今後の検討
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無形文化遺産保護条約の概要無形文化遺産保護条約の概要

経経 緯緯

有形文化遺産

経経 緯緯

１９７２年
世界遺産条約

２００３年１０月１７日
ユネスコ３２回総会

「無形文化遺産の保護
無 形 文 化 遺 産
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２００６年４月２０日
条約発効

日本は２００４年６月１５日
３番目に締結

締約国数１２６カ国

（２０１０年６月末現在）

（分野の例示） 芸能、社会的慣習、祭礼行事、伝統工芸技術など

無形文化遺産の概要無形文化遺産の概要

条約の内容条約の内容

３番目に締結
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② 緊急に保護する必要がある無形
文化遺産の一覧表（緊急保護一覧表）

12件（2010年６月末現在）

① 人類の無形文化遺産の代表的
な一覧表（代表一覧表）

166件（うち日本16件）(2010年６月末現在）

締約国が提案（毎年３月末）

政府間委員会の助言機関等による検討

政府間委員会において決定（年1回）

締約国が提案（毎年３月末）

政府間委員会の補助機関による検討

政府間委員会において決定（年１回）

• 第２回 ２８件
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政府間委員会において決定（年1回）政府間委員会において決定（年１回）

無形文化遺産の保護のための基金 緊急保護一覧表に掲載されている無形
文化遺産の保護、目録の作成等計画案作成：政府間委員会

載


